	
	（意見・要望）

	１
	（あかね会）
①緑・ピンク・オレンジのごみ袋は破れにくい上に結びやすく、また、入れ忘れたごみを入れるためにほどきやすく出来ているため大変助かっている。そこで、スポーツや芸術で功績のあった市民を表彰するのと同様に毎日の生活に密着しているものを作った市民も表彰してあげたらどうか。ごみ袋はごみの有料化に伴いごみ箱から各家庭を回るやり方に移行される際に作られたもので、ごみ袋の使い勝手が悪かったりすぐ破れたりして町を荒らしてしまったら今のようにごみの回収方法が浸透しなかったと思う。ごみ袋を作った方に光を当てることによりものづくりの大切さにもつながるのではないか。検討願いたい。

②親が人の力を借りずに子どもとの触れ合いを大切にすることは重要で、保育園に通うことに代わる価値があると思う。子どもとの触れ合い記録を提出してもらい保育園の卒業資格をあげたらどうか。現在は待機児童を解決するために保育所を増やしたり保育所を作る土地の確保など、箱ものばかりにとらわれているが、本当に大切なことは教育することだと思う。保育園に入れることだけが教育ではなく、親が親身になって子どもとふれあうのも大切な教育だと思う。保育所ではどのような学習しているのか、待機児童の子どもを持っている親に対して、勉強会や講習をし、保育園に通わなくても同じような経験が出来るようにすればよいと思う。そうすれば保育園に通えなくても十分に教育ができ、たまには通常の子どもが通学していない時間帯を見計らって子どもと一緒に保育園に行かせて雰囲気を味合わせてあげることができれば保育園への偏見意識もなくなると思う。

	２
	（片町二丁目自治会）
①最近自転車の接触事故が多発している。府中市内は自転車レーンが記載されているが特に新甲州街道他、幹線道路は怖くて走れない。更に交差点では歩道側の車線が狭くなり、非常に危ない。はっきり色別する等、対策をお願いしたい。車道・歩道の段差をなくす対策をすれば狭い道路は走行しやすくなるのではないか。

②片町地区（1～２丁目）には公園が数ヶ所あるが、全てトイレがない。子供、シニア達、スポーツ時、不便である。至急検討し、作ってほしい。

③災害の際の通勤時の対策について。特に駅前広場の確保、避難場所までの表示、誘導等を検討してほしい。昼間は自治会員も仕事に出ていて対応できない。職場での対応を願いたい。


	　　　　　　　　　　　　　 （回答）　　　　　　　　　　　　　　　

	（①生活環境部ごみ減量推進課、政策総務部秘書課、②子ども家庭部保育支援課）
	１


	①市民表彰は、市政の推進に多大な貢献をされ、その業績が顕著な市民や団体に対して実施しております。現在、市民の皆様にご利用いただいておりますごみ袋は、民間の事業者に作成を委託しており、委託にあたりましては、仕様書においてごみ袋の品質基準を設け、競争入札で事業者を選定しており、スポーツや芸術で功績のあった市民を表彰するのと同様に、ごみ袋作成を業務としている業者に表彰など行うことは困難なところではありますが、今回いただきましたご意見は、ごみ袋を作成している事業者の励みにもなりますので、ごみ袋の品質につきまして、利用されている方から感謝の言葉があった旨、お伝えさせていただきます。
②女性の社会進出や子育て世帯を取り巻く環境の変化等により、保育のニーズは各家庭様々であり、このことにより、保育所の入所を希望する方は年々増加傾向にあります。保育所では、入所する子どもを保育するだけでなく、家庭での子育て相談なども含めて保護者への支援を行うほか、地域の親子（在宅子育て家庭）が気軽に立ち寄れるための子育てひろばや園庭開放などを実施し、地域の子育て家庭に対する支援の充実を図っております。

また、保護者に教育・保育サービスに対して多様な選択ができるよう、施設整備にとどまらず、様々な子育て支援策について検討し、取組を推進してまいります。

	

	（①生活環境部地域安全対策課、②都市整備部公園緑地課、③行政管理部防災危機管理課）
①市では、今後も、府中警察署や交通安全活動団体や地域団体などと協働し、交通安全教室や講習会など、自転車の安全利用に関する啓発活動に努めてまいります。
なお、新甲州街道については、国道になるため、市内の国道を管理する総武国道事務所にご要望の内容につきましてお伝えいたします。
②道路や公園などのインフラについては、将来的に安全で持続可能な管理を実施するため、平成２４年に「府中市インフラマネジメント計画」を策定しましたが、社会情勢の変化などもあり、今年度改定し、この計画に基づき施設の整備及び維持管理を行っております。ご要望の片町一丁目及び二丁目の２箇所の街区公園へのトイレの設置につきましては、当該公園は小規模であることから、開設当初から公園利用者用のトイレは設置しておらず、今後も、府中市インフラマネジメント計画に基づき、施設の整備及び集約化及び合同化を進める必要があることから、新たなトイレの設置は大変困難な状況です。
③駅周辺の一時滞在施設の確保については、ル・シーニュなどと帰宅困難者一時滞在施設に関する協定を結んでおります。また、避難場所までの表示・誘導等に関しては、市内に４７か所の誘導看板を設置して周知を図っているところです。東京都帰宅困難者対策条例において、大規模災害発生
	２

	
	（意見・要望）

	２
	

	３
	（北山自治会）

自治会内には北山町４丁目に市の掲示板があるが、自治会の掲示板はなく、不自由している。北山町４－２５－１の市の道路の花壇になっている場所に自治会の掲示板を設置することは可能であるか確認したい。

	４
	（北山町１丁目自治会）
震撼ブレーカー無償設置、または設置助成・補助について。北山町は、市内屈指の古い木造住宅密集地域であるとともに、高齢者世帯の多い地域である。自治会では、大震災害時の消火対応として、自治連のご指導を受け、4回にわたる東京都の助成（地域の底力再生、発展事業）を得て、スタンドパイプ5台を設置しており、共助力向上を含め、毎年消火訓練を行っている。しかし、断水時には効力を発揮できず、通電復旧時に伴う災害を防ぐため、全世帯への「震撼ブレーカー」の設置について調査した結果、多様な技術を要すると共に、自治会の僅かな予算では設置が困難であると判明したため、行政の支援を願いたい。この事業を実施している市もある中、府中市は耐震工事の補助、避難所の備品等と共通の経費を予算に組まれているが、災害復興・防止のための大きな予算を必要としない分を、順次計画的に予算を配分してもらえるよう、検討願いたい。

	５
	（是政六丁目自治会）
是政６丁目地内のふるさと通りを是政５丁目の多摩川通り住宅の方へ南武線の鉄橋の下のアンダーパスで連絡する話がだいぶ前からあるが、６丁目地内の予定地はすでに用地買収も済んでいる。現在は多摩川通り住宅の西側で直角に曲がり約１００ｍ位でふるさと通りの所では９０度以上のカーブとなっている。また、対面の車が見にくい形状にもなっている。事故を未然に防ぐという観点からも早期に対策をお願いしたい。多摩川通りの裏の通りは狭く、住民も困っている。尚、この工事はいつ頃着工の予定で、いつ頃の工事終了を予定しているのか、示してもらいたい。更に、工事終了後にはちゅうバスの是政６丁目地内への乗り入れを検討願いたい。

	６
	（車返西自治会）
①最近７人に１人の子どもが十分に食べることができないと聞くが、子ども食堂、子育て支援のためにお母さんの負担を軽くする施策はあるのか。市内で赤字を覚悟の食育活動を細々とやっているが少し補助があればと切に思う。

②ホームレスの人たちに心を痛めているが市としては自立支援等を含めてどのような対処がなされているのか。
③６中野球部の打球が３街区６号棟に飛び込み、ガラスを割った。ライト側及び１塁側ファールボールが歩行者に当る可能性がある。市や教育委員会に７年前より６中と話をしてもらっているが、対策がなされていない。大至急防護柵を高くし、ボールがグラウンド外に出ない対策を願いたい。

	（回答）
	

	時はむやみに移動せず、事業者には従業員の待機・備蓄など一斉帰宅の抑制を努力義務として課しているところですが、より一層の周知を図ってまいります。
	２

	（都市整備部管理課）
当該箇所の植込地は道路となりますので自治会の掲示板を設置する占用申請をしていただければ設置可能です。

手続き等の詳細については、都市整備部管理課監察係にご相談ください。
	３

	（行政管理部防災危機管理課）
火災の発生・延焼防止の視点から、感震ブレーカーの設置促進は有効であると考えております。現時点では、イベント時などに感震ブレーカーを含めた電気器具に関する相談コーナーを設置したり、中央防災センター内の防災危機管理課の窓口に感震ブレーカーの見本を展示するなど、市民の皆様への啓発を行っているところです。今後、国の動向や近隣市の状況、また作動精度等の問題などについて、調査・研究していくとともに、どういった行政の支援が有効であるか検討してまいります。

	４

	（都市整備部土木課、生活環境部地域安全対策課）
多摩川通りの道路整備事業については、今年度、詳細な設計業務を進めており、関係機関との調整を図っております。なお、現在、当該事業の地元説明会を平成３０年１１月に実施する準備を進めております。
　ちゅうバスの是政６丁目地内への乗り入れにつきましては、引き続き工事の状況を注視し検討してまいります。

	５

	①子ども家庭部子育て支援課、②福祉保健部生活援護課、③教育部学校施設課、④、⑤都市整備部計画課、⑥生活環境部地域安全対策課、⑦都市整備部公園緑地課、⑧都市整備部管理課、⑨都市整備部土木課）

①本市では、子ども食堂への支援として、運営団体との協働による活動周知を始めたところです。具体的には、団体への補助を行うことにより「こども食堂新聞」、「こどもの居場所マップ」の回覧、配布を企画しております。今後、自治会やＮＰＯ・ボランティア団体のみなさんとともに、必要な支援について、さらに検討してまいります。

また、子育て世帯の負担を軽くするために、様々な子育て支援施策を実施しております。そのうち主なものを２つご紹介いたしますと、１つ目は、経済的な負担を軽くするための施策で、各種手当の支給や子ども医療
	６

	
	（意見・要望）

	６
	④京王線武蔵野台駅のホームの拡幅（特に上りホーム）をしてほしい。他の京王各駅と比べても屈指の狭さで、周辺の土地利用環境など市が直接手立てを講じられるものではないと思うが、市としてどの程度関与できるのか教えてほしい。朝方は通過電車が警笛を鳴らしながら通り過ぎることがよくあり、心理的にも不安をあおり、そのこと自体非常事態である。さらにいえばホームドアの設置が理想である。

⑤三多摩において都市計画法に基づく一団地指定は府中市を除く全ての自治体で廃止されたと聞いている。２６市で府中市だけが、なぜ廃止されないのか。その理由、根拠等について回答願いたい。

⑥平日２時半からの府中市の帰宅学童への見守りアナウンスが「～見守りましょう。」との指示・命令調に聞こえる。これを「～毎日の見守りありがとうございます。今日も見守りを宜しくお願いします。」との市民への感謝を込めて協力調のアナウンスの検討をしてはどうか。

⑦昨年の懇談会で「市道２－２７９号線の押立公園側の歩道に「押立公園」から土砂が流れ落ち、草が生え、落ち葉も重なり非常に荒れた状態になっている。場所によっては幅１ｍの歩道の半分ほどが草に覆われている。公園から流れ落ちた土砂を取り除くとともに土砂の流出をとめられないか。」との要望を提出した。公園緑地課からは「ご指摘の通り押立公園西側の石垣の底部には土や落ち葉が堆積しており、土砂を撤去するとともに、今後土が流れ出ないような対策を講じてまいります。」との回答があった。しかし対策が講じられた様子は見受けられず土砂はそのままで、雑草も相変わらずの状態が続いている。昨年の回答を早急に実施していただきたく再度、要望を提出する。
⑧市道２－２７９号線の車返し団地三街区内の一部は「白線表示や停止線のかすれ」「ダイヤマークのかすれ」「パンプ状塗装のかすれ」「舗装の割れ目」等が目立っている。昨年は都市整備部管理課から「横断歩道やダイヤマークの白線は警察の所管となりますのでお伝えいたします。舗装は劣化状況を確認しながら補修を検討してまいります。」との回答があった。しかし、この１年間の対応は見られない。警察への連絡を含め府中市として可能な対応を再度要望する。

⑨昨年度「三街区集会所前の道路（市道２－２７９号線）と東側の歩道には
段差があり、三街区の端から端まで続いている。車椅子の方が管理事務所への行き帰りや買い物の行き帰りに、苦労しながら遠回りしている状況がある。また、手押しカートの高齢者やベビーカーの方々も団地商店街への行き帰りに遠回りしたり、転倒しそうになった場面を目撃している。集会所付近の歩道部分の一部を是非バリアフリー化（スロープに）することを要望する。」との要望を出した。都市整備部土木課からは「市ではこれまでに誰もが安全で快適に移動できることを目的に、平成１３年から市内各路線について計画的にバリアフリー計画を実施してきました。市道２－２７９号線につきましては平成２０年度に一部区間のバリアフリー化整備工事を実施してきたところです。集会所前の歩道と車道の段差については、原則として横断歩道や車の出入りがある場所が歩道を下げることの条件にな

	（回答）
	

	費の助成を行っております。２つ目は、精神的な負担を軽くする施策で、妊娠期から切れ目のない相談支援事業を始め、親子で気軽に交流できる場の提供を目的とした子育てひろば事業を実施しております。
②本市では、相談員が市内を巡回し、ホームレスの方とコミュニケーションを図り、生活状況や健康状態の確認・福祉制度の利用支援を行うホームレス巡回相談事業を実施し、ホームレスの方の見守りや生活保護利用支援、医療機関利用支援などを行っております。
③防球ネットについては、学校施設周辺の安全対策に必要な設備と考えておりますが、設置工事が大規模となることから、野球部の校庭の使用状況を把握し、効果的な防球ネットの設置を検討する必要があると考えております。このことから、現場をよく調査し、設置について学校と協議してまいります。
④京王線武蔵野台駅のホーム拡幅やホームドアの設置については、鉄道事業

者である京王電鉄㈱の整備事業となります。本市としましては、市民が安全で快適に鉄道を利用できるよう、更なる利便性の向上や安全対策の充実が必要と考え、毎年鉄道事業者に対して要望書を提出しております。今回のご要望についても来年度以降の要望事項への追加を検討してまいります。
⑤都市計画法に基づく一団地につきましては、平成２８年３月３１日現在

で、多摩地域２６市のうち府中市を除く１６市で一団地の指定が残っております。ただ、団地建替えに伴い一団地の指定を廃止し、地区計画へ移行する事例が増えております。本市としましては、地区住民の皆様のご意向を踏まえ、一団地の在り方について研究してまいりたいと考えています。
⑥防災無線を活用した放送につきましては、その特性上、聞きやすさを優先しており、簡潔明瞭なアナウンスとしているため、その特性を踏まえたうえで検討してまいります。
⑦ご指摘の押立公園西側の歩道脇の対応状況ですが、本年３月に除草及び植栽帯から流出した土の除去を行いましたが、再び同様の状況となっていることを確認いたしました。つきましては、１０月中に除草等を行う予定です。また、豪雨等による植栽帯からの土砂の流出抑制等の措置については、本年、１２月頃から着手予定のトイレ建替え工事に併せて実施する予定としております。
⑧警察所管のタイヤマーク等のかすれにつきましては警察にお伝えいたしました。舗装の補修につきましては、劣化状況を確認しながら他の道路の状況も併せて順次対応してまいります。
⑨市道２－２７９号線の集会所付近の歩道部分の切り下げ設置については、歩道通行者の横断歩道以外からの車道の横断通行につながり、交通安全上において危険が想定されます。横断歩道の設置要望は別途対応しておりますので横断歩道を設置する際には、切り下げ部のバリアフリー整備（街きょブロック、視覚障害者誘導用ブロック等）を実施いたします。

	６

	
	（意見・要望）

	６
	ります。」と回答をいただいた。今年度、同所で６０代の女性が自転車での買い物帰りに転倒し、病院に運ばれる残念な事故が発生した。歩道切り下げの要件があることは理解するが、現実を優先させてもらうことを強く要望する。平成２０年度の市道２－２７９号線の一部区間のバリアフリー化は、府中市長野口忠直氏から車返西住宅管理組合理事長への申し入れ（２０府都発第８５号、平成２０年５月３０日付け）を受けて、車返西住宅管理組合長が管理している私有地の一部を無償供与することによって、道路線形を変更し、車道と歩道の段差を解消し、誰でもが通行しやすい道路にし、より安全な通行ができる道路にした経緯がある。今回は住居者から府中市長への要望で、現実を重視した柔軟な対応で是非、具体化できるよう検討を願いたい。

	７
	（寿町３丁目自治会）

①この春、長年の懸案だった府中街道と桜通りの交差点が改良され、府中街道を南下し島忠方面への右折が可能となった。地域に住む多くの方から喜びの声があり、とても感謝している。しかし、北西の歩道の滞留スペースが狭いため、時間帯によっては信号待ちの自転車、歩行者であふれることがある。島忠側からは長い下りとなっている点も考慮すると、非常に危険な状態である。府中市のスポット公園も近くにあり、滞留スペース確保のための改良も可能と考えるが、今後の計画など、考えを聞かせてもらいたい。

②この夏、桜通りの桜の古木が農業高校側に倒れ歩道を塞ぐということがあった。運よく夜間だったため、人的被害はなかったが、聞くところによると、この木の健全度は高いが、根張りが不十分であったことが原因のようだ。現在の桜通りの改修計画は、健全度の低いものから植替えるとのことだが、今回の倒木の状況から考えると、予算の課題もあるだろうが、最優先課題として、計画全体を見直し、被害が出ない間に植替えを進めることが肝要かと思う。今後の計画見直しの可能性、早期の改修、事故予防などの考えについて聞かせてもらいたい。

	８
	（小柳町１丁目町会）

大規模災害時において府中市周辺自治体よりの支援は現状でどの程度期待できるのか。災害時に我々は「自助・共助」により、一定の期間対応することになるが、「公助」としての市からの援助にも厳しい状況を考慮しなければならない。そこで、府中市周辺の自治体よりの支援が可能であるか、現状締結されている災害時の相互応援に関する協定について内容等、可能な範囲内で知りたい。（府中市近隣の自治体である、調布、小金井、国分寺、国立、三鷹、稲城、多摩、日野の各市との協定について）


	９
	（小柳町三丁目自治会）
①タバコの投げ捨て禁止へのポスターを貼ってほしい。

②歩きタバコを禁止してほしい。

	（回答）
	

	
	６

	（①都市整備部土木課、②都市整備部土木課、管理課）
①市民球場前交差点における歩行者、自転車の滞留スペースについては、現地の状況を確認して関係機関及び市関係部署等とも調整を図り、滞留スペースを確保できるか検討してまいります。
②夏季に桜の倒木が発生したことを受けて、現在、桜通り外２路線において樹木医による樹木診断調査を緊急に実施する準備を進めています。桜通りの桜も老木化していることから、定期的な剪定を行い、事故予防に努めてまいります。
　　
	７

	（行政管理部防災危機管理課）
近隣市との協定の締結状況につきましては、東京都市長会を組織する東京都多摩地域の２６市３町１村の市区町村と、大規模災害時の相互応援に関する協定を締結しております。また、甲州街道サミットに参加している東京都５市及び山梨県・長野県６市の計１１市とも同様の協定を締結しております。協定の内容に関しましてはいずれも、食料、飲料水及び生活物資の提供、被災者の救出、施設の復旧等に必要な資機材の提供、救助及び復旧活動等に必要な職員の派遣、被災者を一時収容するための施設の提供、ボランティアの斡旋などです。府中市が大規模災害によって被災した場合、近隣市も同様の被害が発生している可能性が高く、そのため、遠隔地との協定締結も積極的に実施しているところですが、引き続き「自助・共助」の取組を推進していただくようお願いいたします。
	８

	（①②生活環境部環境政策課、③④⑤都市整備部管理課、⑥行政管理部防災危機管理課、⑦教育部学校施設課、⑧⑨管理課、⑩⑪防災危機管理課、⑫福祉保健部高齢者支援課、子ども家庭部保育支援課、⑬生活環境部経済観光
	９

	
	（意見・要望）

	９

	③防犯上、外灯を増やしてほしい。畑、田んぼ、駐車場、資材置場等の周辺

側道に増やしてほしい。

④外灯のＬＥＤを増やしてほしい。まだまだＬＥＤが少ない。

⑤積雪時の除雪作業の拡充を願いたい。

⑥ＡＥＤ搭載の自動販売機設置を増やしてほしい。（災害対策ベンダー等。）

⑦通学路等に防犯カメラを増やしてほしい。頻繁に不審者情報を聞いている。（高速道路高架下の暗がり、公園の周辺等。競艇場他、不特定多数の人が集まり不安。高速側道他の粗大ごみ放置、ごみ投げ捨ても抑制出来ると考える。）
⑧車の出入口となる箇所へのミラー設置のお願い。設置に伴う助成金制度の導入。

⑨小柳小学校、さくら門前のＴ字路、横断歩道付近にカーブミラーを設置し
てほしい。（車から横断者が見えない。走って横断する児童もいて危険。）⑩浸水対策の拡充。豪雨等で川の決壊、下水道から雨水流出となった場合を　　
想定し、浸水の危険が高い地域に中高層の避難建屋を造ってほしい。高齢者は坂上の避難場所が遠い。（中高層マンション等の持ち主と連携し、屋上等を一時、避難場所に指定。）

⑪小柳三丁目の避難場所として、府中六中、小柳小学校となるが、水害時は同避難場所が浸水するため、坂上の第四小学校及び白糸台文化センターとなる。災害状況で避難場所が異なるため、高齢者、子ども等の弱者にわかりづらい。わかり易い表示をしてほしい。（「地震は六中又は小柳小。水害は第四小又は白糸台文化センター」など。）

⑫人口が増加する地域と、じわじわとさびれる地域の差が目立つ。高齢者入居場所（ディサービス等）と乳幼児育成場所（保育園等）及び病院が併設した施設を計画頂き、子どもから高齢者にとってやさしい町にしてほしい。

⑬スーパー等に買い物に行くことが困難な高齢者が増えている。移動販売して頂く業者に融資して頂き、高齢者が暮らし易い環境を作ってほしい。以前は魚屋、八百屋、豆腐屋が移動販売してくれた。（町の商店主も高齢者となって、衰退してしまった。）

⑭ちゅうバスのルートの見直しについて。押立ルートに関し、競艇場前から六中通りをそのまま北進して左折、多磨霊園駅経由ＪＡ多磨店前から車返団地面に向かうコースを取り入れてもらうと、高齢者にとって利用価値が高まる。
⑮ちゅうバスのルートとバス停について。独り暮らしの高齢者、弱者が多くなっている。バスルートとして、車返団地の中を通し、六中前のバス停を正門付近に移動してほしい。

⑯まむし坂の除草を定期的に実施してほしい。西武線側は西武側で除草してくれるが、東電の鉄塔側は除草していないので、市側で管理してもらいたい。

⑰まむし坂の陥没を直してほしい。幾度か陥没を直してもらったが、直ぐに沈んでしまう。耐久性のある舗装を願いたい。

	（回答）
	

	課、⑭⑮地域安全対策課、⑯⑰⑱管理課、⑲都市整備部建築指導課、⑳教育部指導室、㉑都市整備部計画課、管理課、㉒地域安全対策課、福祉保健部介護保険課）
①タバコの投げ捨て禁止のポスターにつきましては、歩きタバコ・吸い殻のポイ捨てをやめるよう促す啓発看板を、環境政策課で用意しており、ご希望の市民の方へ配布しております。固定用の穴が角に開いていますので、この穴に針金等を通してフェンス等に固定してご使用いただけますので、環境政策課へご相談ください。

②歩きタバコにつきましては、「まちの環境美化条例」において、市内の道路・公園等において、歩行中又は自転車走行中に喫煙をしないよう求めております。その中でも特に、環境美化の活動を推進することを目的に、府中駅、分倍河原駅、東府中駅、中河原駅、府中本町駅の５駅周辺を、同条例により「環境美化推進地区」及び「喫煙禁止路線」に指定しております。この「路上喫煙路線」では、巡回警備員によるパトロールを実施し、喫煙者のマナー向上を図っているところです。今後も、喫煙禁止路線を中心に、朝夕の通行が多い時間帯に重点的に巡回警備を実施するなど、引き続き喫煙マナーの改善に努めるとともに、市内全域における路上喫煙につきましても、周知を図り喫煙マナーの向上に努めてまいります。
③具体的な場所を教えていただければ設置の検討をいたします。
④市で管理する街灯のほとんどは、ＬＥＤ化しております。
⑤除雪作業につきましては、坂道やカーブ等の過去に事故が起こっている箇所や通行量が多い幹線道路を中心に市職員や委託業者で順次対応しております。予算、人手共に厳しい状況ですので拡充は難しいところですが、できる限り対処するよう努めております。
⑥災害対応型自動販売機につきましては、既存の自動販売機に災害対応機能を持たせ、地震などの大規模災害が発生した際に自動販売機内の飲料水が無料で入手できる機能が搭載してあるものや、ＡＥＤ自動体外式除細動器が附帯搭載されたものがございます。これらの機能を活用することは大変有効であり、万が一の災害発生時に備え、市民が集まる市役所庁舎や体育館など、公共性の高い場所に設置することは、災害対応の一助となるものと認識をしております。公共施設内に設置してあります一部の自動販売機では既に導入しておりますが、機種の入れかえなどにあわせて災害対応型の機種を増やしていく必要があるものと考えております。
⑦現在、市立小学校全２２校の通学路に各校５台ずつ、合計１１０台の防犯カメラを設置しているところです。通学路等への防犯カメラの新たな設置についてですが、現状に対する地域の方々のご意見をはじめ、各学校が作成している安全・安心マップの情報や、地域の防犯体制、不審者情報などを参考にするとともに、府中警察署が把握している犯罪発生情報や設置に関するご意見などを参考に、状況に応じて防犯カメラの設置が必要か検討していくことが重要であると考えております。
⑧カーブミラーの設置については、具体的な場所を教えていただければ状況を勘案したうえで設置の検討をいたします。個人住宅からの出入りのため
	９

	
	（意見・要望）

	９
	⑱鶴代公園の周辺は通学路であるが、標識、ミラー等の設置がない。通学路として標識、ミラーを設置してほしい。鶴代橋高架下の側道も、運送業者車両等の通行が頻繁にある。鶴代橋高架下道路より、児童が側道を横断するにあたり、横断歩道、標識、ミラーがなく、とても危険だ。高架下の植栽（さざんか、中木）が高く、児童（歩行者）、運転手の双方から見えず、植栽を低くする、横断歩道、ミラー設置等の対応を願いたい。

⑲昭和４１年頃に開発された宅地（１００軒長屋）の境界ブロック塀がひび割れて危険だ。空家のブロック塀もあり、所有者もわからず、倒壊し災害にあった場合も誰が責任を取るのか不明となっている。調査やブロック塀の補修を進めてもらうように指導願いたい。補修費用の助成金を出す等、検討願いたい。

⑳数年前、六中角に造園業者が移転したが、資材置場、廃材置場に鉄くず、
鉄刃等が放置されている。業者の敷地内だが、周辺が通学路で、子どもの手が届く場所であり、ケガをする危険がある。また、資材の保管場所が地震で倒壊する危険があり、市側からも指導してもらいたい。

㉑自治会として長年にわたり、まむし坂の見通しを良くするために東電変電所のコンクリート塀について金網への変更を要望した。今年発生した大阪北部地震ではブロック塀の倒壊があり、尊い人命が失われた。まむし坂は普段通勤・通学路としても使用されており、高さ170ｃｍを超えるコンクリート塀の災害発生時の倒壊対策はどのようになっているのか、府中市、東電を含めた回答を願いたい。また、まむし坂については上記の意見にもあったが、道幅が狭く路面状況も悪い。そのような状況にもかかわらず、宅配サービスのバイクが日常的に使用している現状がある。事故防止の観点からも複数の改善すべき点があり、早期の対策を願いたい。

㉒上記の14,15の補足となるが、現在のちゅうバスの運行状況を変更改善する事は難しい問題であると思う。この高齢者及び長中距離歩行困難者の移動支援を民間事業者との協業で実現出来ないかと考える。（乗合ワゴンタクシーによる定期便等。）


	（回答）
	

	のカーブミラーを取り付けるための助成金は現段階では難しいものと考えております。
⑨横断歩道部分は一時停止後に徐行すべきであり、カーブミラーに頼ってしまい、車がスピードを落とさずに進むことがありますので設置は難しいところです。
⑩浸水想定区域内の屋内避難確保については、確実に安全が確保できる避難方法ではなく、水害時の避難については、行政から避難情報を発令する基準が以前よりも低くなっており、危険が迫る前に早めに避難情報を出します。住民の皆様も早めの避難を心掛けていただくことで、浸水想定区域外への避難は可能なものだと考えております。そのため、出前講座等の機会を通じて、浸水前の早めの避難を啓発しているところです。しかしながら、浸水想定区域外から遠い地域もあり、高齢者などの要配慮者の方の避難に不安を抱えることも事実です。市では、平成２８年度に株式会社大東京綜合卸売りセンターとの間において災害時の避難場所に関する協定を締結しており、大規模な水害が発生し、または発生する恐れがある場合、同センターの施設及びその屋上を避難場所として提供していただけるようになっております。逃げ遅れた場合など、状況に応じて屋内避難確保が図れるよう、堅牢かつ上層階に避難できる場所の確保も検討してまいります。

⑪現在は、防災訓練や防災出前講座の機会をとらえて、水害時の避難場所は浸水想定区域外の小中学校であることを啓発しております。今後は、市内４７ヵ所に設置している避難場所誘導看板などに震災時、水害時にどこの避難場所が使用できるのか分かりやすく表記するなど、災害の種類によって避難場所が異なることを周知してまいります。

⑫本市では、府中市子ども・子育て支援計画に基づき、ニーズ量に対応した認可保育園等の施設整備を行うとともに、府中市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づき、高齢者が入所する特別養護老人ホーム等の施設整備や高齢者が通うデイサービス等の事業所の誘導を行っているところです。市内には、高齢者と子どもの世代間交流を行うなど、多世代が通う複合施設として介護予防推進センターと保育園を併設した「いきいきプラザ」がございますが、特別養護老人ホーム等の高齢者施設、保育施設さらに病院が併設された施設につきましては、整備事例がほとんどないことから、地域における今後の人口推移や市民ニーズ、社会情勢等を踏まえ、整備の必要性について関係部署で情報を共有してまいります。
⑬買い物へ出掛けて、荷物を運んで帰ることが困難な方（買い物弱者）に対し、市では平成２６年度と２７年度に、商店街のチラシを見て注文したものを宅配するサービスの提供を行う商店街への補助を行いました。

現在は、大手スーパーや、コンビニエンスストアなどで宅配サービスを行う事業者もありますが、全国的なチェーン店による運営が多く、その事業者に対して市内店舗のみに補助をすることは難しいことから、市内の商業者及び商店街連合会とつながりの深い商工会議所など関係機関と協議してまいります。
⑭「ちゅうバス」は市中心部に位置する公共施設や商業施設などへの交通の
	９

	
	（意見・要望）

	９
	

	１０
	（栄町２丁目自治会）
①国分寺街道沿い京王ストア前の横断歩道について。ボタン操作による国分寺街道の横断について信号が青になり横断をする時は間に合うが、信号の時間が非常に短く信号待ち以外の横断は点滅や赤信号になってしまう事が多い。青信号の時間をせめて５秒か１０秒伸ばして欲しい。

②国分寺街道と東八道路の交差点の横断について。高齢者から年々足腰が弱くなり信号待ちをしても東八道路を横断するのがやっとの事で、以前は横断の時間延長ができる押しボタンが設置されたが、再度延長可能なボタン

	（回答）
	

	利便性を向上させ、高齢者や障害のある方などが社会活動に参加できる環境を整備するとともに、最寄りの鉄道駅まで１ｋｍ以上、公共のバス停まで３００ｍ以上離れている、いわゆる交通不便地域を解消するため、既存の路線バスを補完する交通手段として運行しているものです。ご要望の沿線周辺地域は、上述の交通不便地域に該当しないため、運行することは大変難しい状況にありますので、ご理解くださいますようお願いします。
⑮ご要望の沿線周辺地域は、上述の交通不便地域に該当しないため、市では「ちゅうバス」の運行ルート及びバス停の変更は大変難しい状況にありますので、ご理解くださいますようお願いします。
⑯東電の鉄塔側の市の管理する部分につきましては、市で除草を行います。
⑰まむし坂につきましては、大型トラックが通行する道路ではないため、耐久性については既存の舗装での対応となりますが、沈んだ部分につきましては順次補修いたします。
⑱鶴代橋高架下道路につきましては、さざんかを撤去して、見通しを確保するように努めます。その状況を確認したうえでカーブミラーが必要か検討いたします。

⑲ブロック塀等の維持管理におきましては所有者の責務となります。安全点検の実施をご検討いただくようお願いしてまいります。助成金につきましては、現在、調査・研究中です。

⑳近隣の小柳小学校及び府中第六中学校に対し、通学時等に児童が敷地内に
入らないよう注意喚起いたしました。また、当該造園業者に対し、資材・廃材置場について配慮するよう要望いたしました。

㉑ご要望の万年塀につきましては、所有者である東京電力に対して、周辺のまち街並みと調和したものとなるよう要請していますが、所有者からは、なかなか予算がつかない状況であり、日頃から点検には努めているとの回答です。しかしながら、災害による倒壊の危険性が高いことから、早期に改修していただくよう継続して要望していきます。また、除草及び舗装補修を行ってまいります。
㉒ご要望の沿線周辺地域は、交通不便地域に該当しないため、「ちゅうバス」を含めた公共交通機関を運行することは大変難しい状況にございます。なお、ご要望の主旨とは異なりますが、本市では介護サービスの一環として、民間事業者と連携して、「要介護３」以上に認定された在宅の方で、通院が必要な方に車いすなどのまま乗降できるリフト付タクシーの利用券を支給する事業を行っております。
	９

	（①②生活環境部地域安全対策課、③行政管理部防災危機管理課、④政策総務部政策課）
①②信号機につきましては、警視庁が管轄していることから、ご要望内容の時間延長について府中警察署に要望いたしました。
③府中市総合防災訓練の会場校につきましては、毎年、市内全小中学校に希望調査を実施しており、開催可能との回答をいただいた学校を府中市東部・中部・西部から１校ずつ選定しております。なるべくこれまで開催したことのない学校を選定しておりますが、日程が学校行事と重なってしま
	１０

	
	（意見・要望）

	１０
	の設置を希望する。
③府中市総合防災訓練について。第９小学校での開催はまだないのか。いつ災害が起きるのかわからないことを考えると近隣の市民との共助が重要であり、なるべく早く訓練実施を希望する。

④関東医療少年院の跡地利用について。昨年も提言したが来年３月で施設が完全移転した後、市はどうするのかを明確にしてほしい。例えばしんまち包括センターが手狭と聞いており、跡地利用の１つとして高齢者支援の施設や保育園の新規設立などを希望する。


	１１
	（白糸台健在自治会）
府中市としての東京オリンピックに向けての安全対策への取組状況等について話を聞きたい。


	１２
	（白糸台西部自治会、白糸台中部自治会、白糸台東部自治会）
①文化センター施設利用券控について。市内各文化センターの施設利用に関する有料化が平成３１年１月より実施される。予約は、２ヶ月先まで可能だが、この利用券控の印字が消えて見えなくなる。市職員に尋ねたところ実際にそのような事が発生している事を理解していた。有料化に伴い、そのような事があるのは誠に不親切で予約が不明確になるので、全文化センター内の予約機械を点検し印字が消えないものに改めてほしい。

②「白糸台出張所前」地点名表示について。府中消防署朝日出張所が平成２８年１１月２７日落成したが、移転にともない白糸台出張所が移転にともない空地になっているが、白糸台１丁目４２番地の信号機の地点名が「白糸台出張所前」と残ったままである。誤解を招くので「上染屋八幡神社前」などに変更してほしい。

③自転車の歩道右側通行について。自転車は車道では左側通行しなければならないが、歩道では規制が無く右側通行している自転車があまりにも多く、家から出る時ぶつかりそうになり危険である。市だけで解決出来る問題では無いが、大きな事故が起きてからは遅いので市の条例等で規制出来ないか。
④ごみの回収について。大きなアパートでは管理人がごみの分別等を行いごみ出しがスムースに行われ回収後はきれいだが、小さなアパートでは、出

	（回答）
	

	うなどの理由により開催できない学校もあります。次年度以降の希望調査で、第九小学校での開催が可能ということでしたら、是非開催したいと考えております。

④関東医療少年院の移転につきましては、財務省関東財務局から、平成３１年度を目途に移転準備を進めていると伺っています。移転後の跡地の活用につきましては、昨年度と同様、具体的な方向性など、現在のところ財務省関東財務局より提示されておりません。しかし、国有地の処分の際には、通常は当該地方公共団体に活用方法について打診があるものと捉えております。その際は、本市の財政状況、行政需要、市議会や近隣を始めとする市民の皆様のご意見等を総合的に勘案し、当該跡地における本市の活用方法等について慎重に検討してまいりたいと考えております。
	１０

	（政策総務部政策課）
本市は、東京2020大会における自転車競技ロードレースの開催をはじめ、近隣の東京スタジアム及び武蔵野の森総合スポーツプラザが大会会場となることで、世界から訪れるアスリートや大会関係者、観客が市内や近隣に訪れることから、市民生活に影響のないよう安全・安心の確保に取り組む必要があると考えております。現在、都では、治安対策、サイバーセキュリティ、災害対策、感染症対策の４つの視点から、大会時に想定される様々なリスクを抽出し、想定される各種事態への対応方針、活動の主体・内容を定めた「東京2020大会の安全・安心の確保のための対処要領」を策定し、対策を行うこととなっています。本市におきましては、この都が主体となって進める取組と連携し、地元関係機関と協力しながら、安全・安心の確保をはじめとする各種取組を進めてまいります。
	１１

	（①市民協働推進部地域コミュ二ティ課、②③生活環境部地域安全対策課、④生活環境部ごみ減量推進課、⑤⑥都市整備部公園緑地課）
①文化センター内に設置している公共施設予約システムの入金機については、リースにて全市的に同一の機種を設置しておりますが、感熱紙のみの対応となっているため、印字が消えない用紙への変更は難しいところです。印字が消えてしまった場合は、文化センター職員に申し付けいただければ、その利用券控と引き換えに、施設利用券を発行いたします。
②地点名については警視庁が管轄となるため、確認の上対応を検討いたします。
③道路交通法では自転車は原則車道を通行しなければなりませんが、運転者が児童（１３歳未満）や障害のある方、７０歳以上の高齢者であるとき、また、自転車の通行の安全を確保するために、やむを得ない場合などは歩道を通行することができることとなっております。この場合でも歩道は歩行者優先であり、車道寄りを徐行しなければならないこととなっておりますが、依然として交通ルールを守らない人やマナーの悪い人がいる状況がありますので、引き続き啓発活動を行なうとともに、自転車の歩道通行についての対策といたしまして、車道左側に自転車が通行すべき場所と進行方向を表示する自転車ナビマークの設置を進めるなど、交通事故防止の取組強化に努めてまいります。
	１２

	
	（意見・要望）

	１２
	し方が悪いと回収されずに置いてある。警告書により、なぜ回収がされないか貼ってあるが、そのまま出した人が片付ける事もなく放置されている。見た目も汚く、市の方で大家・管理会社等に連絡し、住んでいる方に対しごみ出しの指導及び説明会等行う事が出来ないだろうか。

⑤防災公園について。白糸台地区には防災公園がない。若松町１－３２の常久公園のような防災公園を要望したい。白糸台中部公園が第１希望、白糸台第三公園が第２希望、白糸台東部公園が第３希望である。白糸台消防運営委員会では、毎年２箇所の防災倉庫の点検を実施している。倉庫点検の後に防災公園があれば充実した防災訓練もできる。

⑥公園に注意書きの掲示板を設置してもらいたい。我が自治会は二つの公園を市より委託清掃している。毎月１５日と３０日の２回を清掃日として活動しているが、最近公園内に物を捨てる人が増加しているように思われる。特に人目のつきにくい場所には限らず空缶、ペットボトル、空ビン、プラの袋等を捨てている。また、ベンチのそばにはタバコのすいがらがある。プラの袋の燃やさないごみがいつも散らかっている。「ごみは家に持ち帰り公園には捨てないでください」といった趣旨の注意書きの掲示板を３つか４つ目立つ所、いつもごみを捨てる場所に立ててもらいたい。


	１３
	（西武押立自治会）

街角（住宅内）にある消火器を増やして欲しい。防災倉庫の設備の点検と充実。昨今の異常気象激変により多摩川流域自治会の水害リスクはかなり高いものとなっている。高水敷にある樹木を早期に伐採すべきではないだろうか。先ず流域自治会対象の水害リスクの説明会を早急に開いてもらいたい。文化センター、公民館利用の受益負担が始まる事に関して。登録団体は皆一括で同額と言うのはおかしいのではないか。自治会及び日頃から地域活動を担っているボランティア団体と、登録してあればカルチャー団体も同じ扱いというのは納得できない。自治会連合会の見解も聞かせてもらいたい。


	（回答）
	

	④市では排出が悪い集合住宅に対しましては、大家、または管理会社に連絡し、ルールを守ってごみを出していただくよう、居住者への指導をお願いしております。また、曜日ごとの排出物の掲示物について、大家、または管理会社から依頼がありましたら集積所に掲示する掲示物をお渡ししたりしております。なお、ごみの出し方の説明会については、市の出前講座のメニューにも載せており、自治会をはじめ、グループなどで希望があれば説明会を実施いたします。
⑤本市の防災公園につきましては、矢崎町防災公園のみとなっており、平成１９年に開設いたしました。この公園は、緑道、遊歩道及び広場を合わせて約２ヘクタールあり、広場には１００トン級の飲料用・防火用貯水槽が合計で５基、マンホール型仮設トイレ８基など、他にも防災機能を有したものです。
ご要望の３箇所の公園は防災公園として整備することはできませんが、府中市の防災計画では、常久公園などの地域の主要な公園は、災害発生時の避難場所となり、また、地域の防災訓練の場として活用されています。今後、このような公園については、施設の老朽化に伴う大規模な改修が必要となった機会に併せて、かまどベンチ、トイレスツール（災害時の仮設トイレ）などの設置を検討してまいります。
⑥空瓶、空缶、タバコの吸殻、プラスチック袋などのゴミのポイ捨てについて、公園内に注意喚起の表示を行ってまいります。
	１２

	（行政管理部防災危機管理課、文化スポーツ部文化生涯学習課）
街頭消火器は現在、市内に約2,300箇所、目安として約120ｍに１箇所設置しておりますが、木造密集地域などに関してはこの限りではございません。地域からの具体的な要望があり、設置可能な箇所があれば設置することも可能ですので、ご相談ください。防災倉庫の資機材に関しては、実際に資機材を使用する地域の皆様に点検していただきたいと思います。現状、府中市からの資機材への補助等はございませんが、東京都等の補助金を利用して地域の防災資機材の充実を図っている団体もございますので、ご相談いただければ補助金等の活用についてご案内してまいります。
樹木の伐採に関しては、同様の要望が市民の方から寄せられることもあり、河川敷を管理している国土交通省京浜河川事務所に要望しているところです。水害リスクの説明会に関しては、自治会等の団体からの希望があれば、府中市生涯学習ふちゅうカレッジ出前講座として、担当職員が説明に伺います。
また、公民館につきましては、市は、社会教育法に基づき、公民館の使用目的に沿った活動を行う社会教育関係団体や自治会などの団体に、市民の交流の場を提供し、市民の社会教育活動を支援してまいりました。このように、市民が身近なところで、社会教育活動を行えるよう、公民館を市内１１か所設置し、市民活動の推進を図っておりますが、今後も、公民館の機能を維持していくためにも、施設をご利用いただく団体には等しく、使用料をお支払いいただくことで、施設を適切に保全してまいりたいと考えておりますのでご理解くださいますようお願いいたします。
	１３

	
	（意見・要望）

	１３
	

	１４
	（台友自治会）
当自治会は武蔵台２丁目３丁目に位置しており、震災時の大規模な災害に於いて、東京都が今年発表したハザードマップにおいて、倒壊家屋の危険性と延焼危険と合わせた危険性が府中市の他の地域より格段に危険であるとの発表があった。避難所である小・中学校は、国分寺崖線の下に位置していて、高齢者やハンディのある方にとっては、とてもたどり着くことは困難である。そこで、都立武蔵台学園の新校舎が、多摩総合医療センターでの帰宅困難者を収容する役割があるとの事だが、先日の北海道での震災同様、深夜から早朝に被災した場合、倒壊危険及び延焼危険があり、高齢者、ハンディがある方々の一時避難所として、府中市から東京都に要請してもらえないか。


	１５
	（都営住南自治会）

中河原駅の歩道橋にエレベーターをつけてほしい。足が不自由な人は横断歩道を通るのにかなり遠回りしないといけない。当団地は高齢者が多く、こちらからりそな銀行や西友へ行く時にとても不便に思っている。検討をお願いしたい。


	１６
	（西府町二丁目自治会）
３年前の市長との懇談会で、西府町二丁目に公営公園がないので、①神社境内地内にある既設防災倉庫の立退要請を受けている。②自治会備品（テント、机、椅子等）は個人宅に置いており迷惑をかけていると窮状を訴えたところ、すぐに府中市は対応してくれ、熊野神社西隣に新設される「古墳公園（仮称）」に防災倉庫移設と備品置場新設を約束してくれた。（約束者は「公園緑地課」である。）但し「古墳公園が完成する最終工事の時」という条件が付いた。古墳公園が完成するのはまだ何年も先（立退交渉中の個人住宅が一軒あるため）なので、当自治会としては、実際に防災倉庫移設と備品置場新設がされるまでは不安であり、この懇談会での質問により約束がなされたという経緯があるので今回も同じ質問をしたい。

	１７
	（日新町西自治会）
地域の区割り見直しについて。市が制定している学校圏域、文化センター圏域、包括支援圏域、消防団圏域、交番圏域等が実生活の圏域の実状と合わない状況にある。府中市の他地域でも発生していると思うが見直しする計画はあるのか。


	（回答）
	

	（府中市自治会連合会）
文化ｾﾝﾀｰの使用料については、受益者負担の観点からは、応分の負担をするのはやぶさかではない。
	１３

	（行政管理部防災危機管理課）
都立武蔵台学園については、災害時帰宅支援ステーションに位置づけられております。災害時帰宅支援ステーションとは、災害時に救急・救助活動が落ち着いた後に帰宅困難者の徒歩帰宅を支援するため、可能な範囲で水道水やトイレ、帰宅支援情報等を提供する施設です。寝泊りを伴う避難生活を送るためには、食料や生活必需品の備蓄などを整備する必要があり、避難所として機能させることは難しいと考えております。また、災害が発生したらすぐに小中学校を目指すわけではございません。倒壊危険、延焼危険がある災害発生直後に一時的に避難する場所は、小中学校に限らず、自宅周辺の公園や広場などの危険が及ばない場所に避難していただきます。災害発生から一段落して、自宅に戻って被害状況を確認し、自宅が倒壊・焼失してしまって生活する場所を失ってしまった場合は、小中学校となる避難所を利用することになります。
	１４

	（都市整備部計画課）

　　本市では、毎年、東京都に対して、鎌倉街道の京王線中河原駅付近のバ

リアフリー化を要望しています。東京都からは、京王線中河原駅に横断歩道の設置を検討しましたが、交通管理者より設置が困難であるとの意向が示されたとの回答を得ています。しかしながら、高齢者や障害者など移動困難な方々に大変な不自由をかけている状況であることから、東京都に対し要望活動を継続してまいります。
	１５

	（文化スポーツ部ふるさと文化財課、行政管理部防災危機管理課、都市整備部公園緑地課）

現在、整備を進めている、武蔵府中熊野神社古墳公園（仮称）については、今後予定しております実施設計業務の中で、ご要望の倉庫を取り込んだ計画として進めてまいりたいと考えています。しかしながら、倉庫の設置については、計画する公園の全体が開設される時点となりますので、ご理解くださいますようお願いいたします。既設防災倉庫の移設については、今後、公園整備の市としての方向性や計画をまとめていく中で検討してまいります。

	１６

	（市民協働推進部地域コミュニティ課、福祉保健部高齢者支援課、行政管理部防災危機管理課）

行政の各分野で定める圏域について相違があり、一部地域においては実情と合っていないとの声は伺っておりますが、文化センター圏域については、拠点となる文化センターからの距離等を勘案し設定されており、学校圏域など他の分野の圏域との整合は、それぞれの設定目的及び経緯の相違から難しいものと考えております。また、地域の実情等を勘案した文化センター圏域の一部見直しについては、コミュニティ協議会や自治会など地
	１７

	
	（意見・要望）

	１７
	

	１８
	（分梅第一自治会）

文化センター圏域範囲と自治会活動について。５自治会からなる分梅町は二つの文化センター圏域に分割されている。２自治会が片町文化センター圏域、３自治会が住吉文化センター圏域に分かれている。圏域という縦割りの行政活動と町会全体の横割りの活動がうまくかみ合わないことが多々ある。例えば府中市防災危機管理課主催の広域自主防災連絡会が挙げられ、縦の行政活動に自治会がそれぞれ違った連絡会に参加している。一方横のつながりである町会全体の自主防災計画との整合性を取る課題が発生しているので、このような問題に対して、縦の行政活動を行う前に、横の自治会と事前協議を行う事を提案する。府中市自治会連合会が間に入って調整してもらえれば幸いである。

	１９
	（分梅町第三自治会）

①道路の交差点、通学路に防犯カメラの設置を願いたい。
②交差点のガードレールの補強。


	２０
	（分梅高倉自治会）

分倍河原の町づくりについてメンバーとして会議に出席している。市として分倍河原の町づくりに積極的に取り組んでもらいたい。


	２１
	（緑町３丁目自治会）
道路標識・標示整備の要望について。７月に若松小学校、ＰＴＡ、校外

	（回答）
	

	域団体との協議が必要と認識しております。
包括支援圏域としては、福祉圏域の６圏域と地域包括支援センター１１か所における圏域があり、現在、より市民にわかりやすく相談や支援の連携が図れるよう見直すことについて検討を始めたところです。その見直しに当たりましては、整理すべき課題が多くありますことから関係部署や関係団体等と協議し、慎重に検討してまいりたいと考えております。なお、文化センター圏域自主防災連絡会に関しては、地域の実情に応じて、
連携すべき自治会等の所在している圏域に出席していただきたいと考えております。
	１７

	（市民協働推進部地域コミュニティ課、行政管理部防災危機管理課）

分梅町では、５つの自治会が２つの圏域に分かれていることで、町会全体の活動にご不便をおかけする場合がありますが、文化センター圏域については、拠点となる文化センターからの距離等を勘案し、設定されておりますので、ご理解くださいますようお願いいたします。なお、文化センター圏域自主防災連絡会に関しては、地域の実情に応じて、連携すべき自治会等の所在している圏域に出席していただきたいと考えております。

	１８

	（①教育部学校施設課、②都市整備部土木課）
①現在、市立小学校全２２校の通学路に各校５台ずつ、合計１１０台の防犯カメラを設置しているところです。通学路等への防犯カメラの新たな設置についてですが、現状に対する地域の方々のご意見をはじめ、各学校が作成している安全・安心マップの情報や、地域の防犯体制、不審者情報などを参考にするとともに、府中警察署が把握している犯罪発生情報や設置に関するご意見などを参考に、状況に応じて防犯カメラの設置が必要か検討していくことが重要であると考えております。
②本市では、交差点付近の改良工事を実施する際に、道路や交通の状況等を考慮して、歩行者の横断抑制や進行方向を誤った車両が歩道内への逸脱防止を目的にガードレールの整備に努めております。ご要望のガードレールの強化につきましては、通学路など子供たちが多く滞留する箇所や事故多発箇所を優先に交通管理者（府中警察署）と協議しながら設置してまいります。
	１９

	（都市整備部地区整備課）
分倍河原駅周辺地区においては、貴自治会にも参加いただいている、まちづくり協議会と連携し、まちづくりの検討を進めております。まちづくり協議会から市へ提出される予定のまちづくり提案書の内容を踏まえながら、本市で策定しました「府中市都市・地域交通戦略」に基づき、引き続き同地区の基盤整備に積極的に取り組んでまいります。
	２０

	（①教育部学校施設課、②生活環境部地域安全対策課、③都市整備部管理課）
	２１

	
	（意見・要望）

	２１
	委員より、若松小学校学区域の危険箇所点検の結果報告が地図を添えて当自治会宛にあった。自治会として、指摘された箇所を実際に確認した結果、子どもやお年寄りの安全を守るため、更には車を運転する人のためにも①②の事項について早急の改善を願いたい。

①電柱に巻いて標示されている「通学路」について。標示が少ない。字が薄くなってわかりづらい。標示が破損されている。

②区画線や「止まれ」の標示が消えている。

③カーブミラーの設置されていない所があり、車の進入がわかりづらい。

	２２
	（南府中自治会）

①府中駅東南の横断歩道未設備・府中市南口再開発でバス乗り場側通路（ル・シーニュ側）と東側通路にあった横断歩道をなくしたので大変不便で困っている。この様な事は設計段階で十分把握できたのに放置されたのはなぜか。公共的なスペースを管理する市にも管理責任がある。早急に横断歩道を作るべきである。また、ちゅうバス乗り場の行き先ごとの並びが不明確で混乱（割り込みや勘違い等）が起きている。開設初期より改善されたが根本的には分離（列を離して線で分ける＆行き先の立て札等）すべきである。景観はデザインで何とかなる。

②災害時の初期対応・地震などで、数日間は各自が食糧や水を確保して身の安全を守るように府中市は指導しているが、そのための実際的な機材や備蓄（食糧・水）の供給方法や災害時の公的な連絡先はあるのか（自主防災の連絡先などは知らされていない）。整備しているのか。その状況はどうなっているのか。

③防災・減災の対応・自主防災のセミナーに参加したが具体的な例と地域に合わせた防災指導がなく一般的な話で絵に描いた餅になっている。また、裏付けとなる公的機関（府中市や消防署など）の連携がない。訓練には機材（公的提供）や地区による違い（水防は多摩川沿いのみか）がなければ活性化しない。また、防災における消防署と消防団（災害時や防災の役割不明確）の役割・分担を明確にしてボランティアではない新しい防災体制を模索するべき時期に来ている。新しい自主防災組織に予算を配分して整備すべきではないか。地震時の初期消火は地域住民（自主防再組織）が直接、消火栓から放水できる体制（訓練と設備）が必要である。

④高齢化・防災対策のひとつの方法・自治会や町会内の高齢化（７０代以上）が増加しているため防災や自治会活動に支障が生じている。これを解決するためにはサラリーマンが有給で休める防災休暇などが必要である。防災訓練に合わせて休めれば効果がある。また、若い人が仕事で留守の昼間の防災体制の整備も必要である。高齢者でも、力がなくても使える消火機器や避難方法の検討と訓練を支援（人と費用）する公的機関が必要である。


	（回答）
	

	①新しい「通学路」の表示を取り付けることが可能です。表示を取り付けたい箇所をご連絡ください。通学路であることを確認のうえ、対応させていただきます。
②現場を確認の上、対応を検討いたします。
③隅切りの有無や周囲の住宅の状況により、交差点やＴ字路にカーブミラーを設置するとは限りませんので、具体的な箇所を教えていただければ順次設置の検討をいたします。

	２１

	（①都市整備部地区整備課、生活環境部地域安全対策課、②③④行政管理部防災危機管理課）

①府中駅高架下にある南北方向の府中駅前通りの交通広場につきましては、都市計画で南北一体の交通広場とすることと定めており、当該区域は、平成５年に完了した京王線府中駅の高架事業に併せて北口及び府中駅高架下までの間を、暫定整備として広場を供用開始し、運用をしておりましたが、府中駅南口第一地区第一種市街地再開発事業に伴う南口の交通広場の整備に併せて、平成２９年５月に当該横断歩道を撤去し、同年６月に都市計画で定めた南北一体の交通広場の供用を開始しております。一般に、駅前広場を計画する上では、歩行者のバリアフリー動線の確保やバス・タクシーの利用頻度等による横断歩道の設置数と設置位置のほか歩行者動線とバス・タクシー等の交差を避けることに留意する必要があり、このことを踏まえ、当該駅前広場の計画では、歩行者動線はペデストリアンデッキ、バス・タクシーを地上部の広場内に配置するものとしておりました。また、横断歩道の設置につきましては、警視庁が管轄していることから、府中警察署に要望いたしましたが、交通広場内に信号機を設置することについては、運転手の誤認が懸念されることから、通行車両及び歩行者等の安全性の観点から設置することができないとの見解が示され、横断歩道の設置につきましても、その設置により交通広場内のバス停の配置数が確保できないことから、安全性及び構造面から設置不可である旨の見解が警視庁から示されていることをご理解いただきますようお願いいたします。

　　また、府中駅のちゅうバスのバス停の並び方につきましては、路線別の並び方のポスターを掲示させていただいておりますので、ご確認のうえご利用いただきますようお願いいたします。今後も利用者の皆様のご意見をお聞きし、より利用しやすいバスを目指してまいります。
②大規模災害時は、避難所となる小中学校が物資や情報の拠点となります。府中市では、自宅が倒壊・焼失してしまったりして自宅で住むことができなくなった方のために、３日間生活できる食糧等を避難所となる小中学校に備蓄しております。ただし、これはあくまで自宅を失った方の分になりますので、府中市民全員分の備蓄はございません。各自で食料等の備蓄をお願いします。
③地域特性に合わせた防災対策や自助・共助・公助との役割分担については、今後文化センター圏域ごとの自主防災連絡会等を通して協議していきたいと考えております。

④防災休暇などの制度については、各企業が決めることなので、市が制度化
	２２

	
	（意見・要望）

	２２
	

	２３
	（武蔵台一丁目東町会）

①空き家対策について。町会内にある危険物の工場、倉庫の住居者が３年前よりいない。近隣の住民が心配している。また、同所の敷地内の樹木が道路にはみ出し、交通標識が見づらくなっている。その対策も願いたい。この件は府中市道路等包括管理事業所には連絡済であるが、未だ実行されていない。

②敷地内の樹木が歩道にはみ出し通行困難、及び、景観もよろしくない。生徒の通学路にもなっている。この件は３年ほど前より各管理者等に依頼しているが、完全に実行されていない。町会内の多摩住宅周辺の道路である。管理者が府中市ではなく、東京都、警視庁との事で、それぞれに連絡したが、未だ残っている。対処できないか。

	２４
	（武蔵台睦会）

北山循環のちゅうバスは武蔵台2丁目、3丁目を通らないので、ちゅうバスを医療センターまで、延ばしてもらいたい。武蔵台文化センターでの催しに参加したい老人会の方が坂道を上り下りすることができず、行きたくても行けないのが現状である。高齢者の活動の場が広がるよう考慮してもらいたい。


	２５
	（ライオンズプラザ府中是政駅前自治会）

昨年５月３０日に担当課に書面を持参し、「是政川原公園」に関する２件の要望を伝えているが、その後、何の連絡・回答も無く、改善もされていないが、どうなっているのか。（対策要望の内容）①「是政川原公園」南出入り口は植栽の丈が高く、マンション通路と垣根越に並行していて、歩道に接しているため、通行人各々が互いを目視できず危険な状態である。歩道から２ｍは１ｍ以下の低木にすることを要望する。②「是政川原公園」からサッカーボールが西側マンション通路に飛来し、外壁取り付け照明器具が破損するケースが発生した。住民が通路を通ることは頻繁にあり危険な状況であるため、現状のブロック塀から高さ２ｍほどのネットの設置を願う。過去の経緯から、植栽剪定時、歩道から２ｍの範囲で植栽上部をトリミングされるようになったが、刈込みの高さが高く、危険回避できるような状況にない。市から剪定業者に対し適切な仕様・指示がされているのか疑問である。



	（回答）
	

	するのは難しいところですが、平日の昼間に災害が発生した場合の地域の防災体制については企業や学校などとの連携も含めて検討していきたいと考えております。
	２２

	（①生活環境部環境政策課、都市整備部管理課、②都市整備部管理課）
①今回ご指摘の工場につきましては、現在売却の手続き中とのことと聞いておりますので、新しい所有者の方に適正な管理を行うよう働きかけを行ってまいります。
②市道部分の樹木は市で管理いたしますが、住宅からの樹木は住宅の管理者が管理するところですので、改めて市からも連絡いたします。

	２３

	（生活環境部地域安全対策課）
市では市中心部に位置する公共施設や商業施設などへの交通の利便性を向上させ、高齢者や障害のある方などが社会活動に参加できる環境を整備するとともに、最寄りの鉄道駅まで１ｋｍ以上、公共のバス停まで３００ｍ以上離れている、いわゆる交通不便地域を解消するため、既存の路線バスを補完する交通手段として府中市コミュニティバス「ちゅうバス」の運行を行っております。ご要望の沿線周辺地域は、上述の交通不便地域に該当しないため、運行することは大変難しい状況にありますので、ご理解くださいますようお願いします。
	２４

	（都市整備部公園緑地課）
　　昨年度にいただいた改善要望書の回答を怠っていたことについて、大変申し訳ございませんでした。今後はこのようなことのないよう、業務の体制を見直してまいります。

ご要望の是政川原公園の南側通路につきましては、平成６年１２月にマンション建設事業者であるカネボウ不動産株式会社と本市との協議によって、カネボウ不動産株式会社がマンション敷地内の公開空地として、自主管理することを定めています。このことから、本市では、当該通路の植栽等の管理は行っておりません。公園内でのボール遊びに伴う、隣接マンションへのボールの飛び出しの対応につきましては、ご要望の防球ネットの設置は困難であることから、園内に注意喚起の表示板を設置いたします。

	２５

	
	（意見・要望）

	２６
	（リムザ自治会）

府中市のフリーＷｉＦｉについて。現状の『FUCHU City Free Wi-Fi』ではＹａｈｏｏ検索もできず災害時にも利用できないため、平時でも活用できるＷｉ-Ｆｉ環境に改善し、災害時にも利用できるようにしてほしい。


	２７
	（矢崎町自治会）

府中本町駅東側の御殿跡地は現在きれいに整備され、一区切りついたようだが、市民、通行人の休憩の場として活用できるように、日陰やベンチ等の設置を史跡を傷つけない程度に、簡易的でも何か工夫する予定はないか。


	２８
	（四谷京王住宅自治会）
過去のゆとり教育により、全国的に中学校教育は行き先を見失い、学校は活力を失ってしまった。ゆとり教育以前は、学校行事を能動的に企画することができ、公立学校それぞれの独創性や特色を生み出していたが、ゆとり教育では総授業時数は減っても、実質の授業時数が１００時間程度増え、教員と生徒は過密なカリキュラムから疲弊し、学力が低下してしまったのがゆとり教育の実状。また、公教育現場のブラック化が問題になっている。部活動や補修の民間委託や授業サポーターの募集などで対応しようとしているが、これは誤りで、教員の増員しか解決策はない。部活動や休日出勤の強制、研修会や研究発表などによる多忙で、教員がストレスを抱え、病気休職や退職に追い込まれている。具体的な提案としては、①部活動を担当するか、教員が決める。②教職員の通勤手段として自家用車通勤を認める。③長期休業中の自宅研修を認める。④行事の授業数への組み替えを行う。⑤土曜授業日を無くす。⑥①～⑤が実現したときの教育活動外の経済効果。⑦小学校のセカンドスクールの日数見直し。中学２年次のスキー教室の実施。⑧副教材費の補助は不要で、現場の教職員が必要と考える副教材の使用をする。⑨学校施設の改変については、職員の意見を取り入れ、現実のニーズと乖離した整備を行う無駄を無くす。などの対応を検討願いたい。

	
	

	（回答）
	

	（行政管理部情報管理課）
『FUCHU City Free Wi-Fi』については、市民をはじめ、多くの方にご利用いただけるよう、屋外用としては府中駅周辺に、屋内用としては文化センターや生涯学習センター等の公共施設に整備しております。なお、災害時には、平常時と比べると一回あたりの接続時間は短くなりますが、平常時よりも簡易な接続方法で利用できるよう環境を整えております。なお、『FUCHU City Free Wi-Fi』を利用できないケースとしましては、利用されている端末の設定等により接続がどうしてもうまくいかないケースや、そもそも接続方法がわからないために利用できないケース等が見受けられますが、利用者からお問い合わせをいただいた際には、その方の端末を実際に見ながらご案内させていただくなど、丁寧な対応に心がけております。
	２６

	（文化スポーツ部ふるさと文化財課）

　国史跡武蔵国府跡国司館地区は、国史跡の保護が大前提にあり、いかに遺跡の保護をしながら史跡活用していくかということで文化庁等と協議をしてまいりました。しかし、当該地は遺跡が出てくる面が非常に浅い場所であるため、その保護を図ることが大前提な中で、木陰ができるような大きな木が植えられません。その代わりに影響の少ない南西の部分に国司の万葉集に出てくる万葉の庭を造りました。いただいたご意見につきましては今後、文化庁、東京都と協議していきながら、第２期整備の整備計画の考え方を含め、夏の暑さ対策としても対応を検討してまいります。
	２７

	（教育部指導室）
府中市教育委員会では、社会・経済の変化等により、教育等に関わる課題が複雑化・多様化し、学校や教師だけでは解決することができない課題が増え、学校に求められるニーズの増大による教職員の多忙化といった状況を鑑み、今後の部活動の在り方について、各学校において教育活動の一貫として適切に行われるよう、平成３０年７月に『府中市中学校運動部活動の方針』を策定しました。また、平成２７年度から導入した副校長等校務改善支援事業では、支援員が副校長の業務の一部を負担することにより、副校長に時間的余裕が生み出され、人材育成や教育課程の管理、地域との密接な連携など、学校経営を直接推進する職務に傾注することができるようになりました。本事業を拡大することにより、教員の負担軽減にも効果が現れています。今後も教員の多忙感を取り除くための施策を実施することに加えて、児童・生徒に向き合う時間の確保に努めることが、児童・生徒の学力の定着にも繋がるものと考えております。

	２８
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